
八
女
市
の
観
光
ピ
ー
ア
ー
ル
を

務
め
る
第
20
代
八
女
津
媛
に
、

紫
原
瑞
希
さ
ん
（
八
女
市
役
所
・
写

真
右
）、
東
あ
ゆ
美
さ
ん
（
福
岡
八
女

農
業
協
同
組
合
・
写
真
中
央
）、
福
田

恭
子
さ
ん
（
八
女
商
工
会
議
所
・
写

真
左
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
八
女
津

媛
は
日
本
書
紀
の
一
節
に
“
こ
の
地

方
に
女
神
あ
り
。
そ
の
名
を
八
女
津

媛
と
い
い
、
常
に
山
中
に
い
る
”
と
あ

り
、
八
女
の
地
名
の
由
来
と
な
っ
て
い

ま
す
。
八
女
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、ま
た
、

お
客
さ
ま
を
「
お
も
て
な
し
」
の
心
で

お
迎
え
し
よ
う
と
、
各
事
業
所
の
推

薦
に
よ
り
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

紫
原
さ
ん
は
「
八
女
は
自
然
豊
か

で
、
季
節
に
よ
っ
て
違
う
風
景
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
茶
揉
み

体
験
な
ど
実
際
に
体
験
で
き
る
施
設

や
場
所
が
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
来
て
く
れ
る
よ
う
に
ピ
ー
ア
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」。
東
さ
ん
は
「
緑
が
豊

か
で
人
が
あ
っ
た
か
い
、
八
女
で
生
ま

れ
る
多
く
の
特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル

し
た
い
」。
福
田
さ
ん
は
「
白
壁
の
町

並
み
な
ど
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
が
八
女
に
は
あ
り
ま
す
。
仏
壇
や

提
灯
な
ど
の
伝
統
工
芸
品
や
そ
れ
ら

の
手
仕
事
を
、
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人

に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

三
人
の
初
仕
事
は
９
月
21
日
㈯
か

ら
23
日
㈷
に
開
催
さ
れ
る
「
あ
か
り

と
ち
ゃ
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
」。
皆
さ
ん
１
年

間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第20代八女津媛が決まりました！

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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2　2013.9.15　広報やめ

韓国 　 日本 　  次世代を担う中学生が交流

二田敦
あ つ し

史
（星野中１年）

平山結
ゆ き の

紀乃
（南中3年）

今里彩
あ や か

伽
（福島中3年）

角田玲
れ い な

奈
（見崎中3年）

石川沙
さ や か

也香
（矢部中3年）

古田絢
あ や ね

音
（見崎中3年）

轟 穂
ほ の か

乃香
（矢部中3年）

鶴 貴
たかとも

智
（黒木中3年）

「韓国の歴史や文化を勉
強し、たくさんの友人が
できました」

「今回の体験は一生残るも
ので、今後の自分に生か
せるものとなりました」

「今回経験したことは必ず
役に立つと思うし、また
ぜひ参加したい」

「韓国と日本のつながりを
学ぶことができてよかっ
た」

「韓国の生徒と楽しく過ご
すことができ、交流を深
めることができた」

「グローバル化が進む社
会に生きる私たちにとっ
て貴重な体験でした」

「言葉は通じなくても互い
に伝えようとすれば伝わ
ることを知りました」

「語り合うことが互いを分
かり合うための第一歩だ
と気付きました」

青
少
年
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
福
岡
県
代

表
と
し
て
韓
国
に
行
っ
た

市
内
の
中
学
生
10
人
が
８

月
26
日
㈪
、
市
長
へ
の
報

告
会
を
行
い
ま
し
た
。
同

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
地
理

的
、
歴
史
的
に
も
深
い
関

係
に
あ
る
九
州
北
部
３
県

（
福
岡
県
・
佐
賀
県
・
長
崎

県
）
お
よ
び
山
口
県
と
韓

国
南
岸
１
市
３
道
（
釜プ

サ
ン山

広
域
市
、
全チ

ョ
ル
ラ
ナ
ム
ド
ウ

羅
南
道
、

慶キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド
ウ

尚
南
道
、
済チ

ェ
ジ
ュ州

特
別
自

治
道
）
の
中
学
生
80
人
が

参
加
。「
日
韓
青
少
年
文
化
！
こ
こ
か
ら
希
望
を
見
出

す
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
と
対
話
を
通
じ
て
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

一
行
は
７
月
30
日
㈫
か
ら
韓
国
を
訪
れ
、
南
中
学

校
の
市
山
琳
己
さ
ん
と
平
山
結
紀
乃
さ
ん
が
「
日
本

社
会
に
お
け
る
韓
国
文
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
八
女

市
と
関
連
す
る
韓
国
文
化
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
た

ほ
か
、テ
ー
マ
ご
と
に
討
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

王
仁
博
士
遺
跡
や
宝ポ

ソ
ン城
茶
畑
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

参
加
者
を
代
表
し
て
４
日
間
の
報
告
を
し
た
福
島

中
学
校
の
今
里
彩
伽
さ
ん
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
４
日
間
で
自
分
の
見
る
世
界
が

と
て
も
広
が
り
ま
し
た
。
人
と
人
と
が
通
じ
合
う
こ

と
は
、
言
葉
や
国
の
問
題
で
は
な
く
一
人
ひ
と
り
の
伝

え
た
い
と
い
う
思
い
が
人
を
つ
な
ぐ
の
で
あ
り
、
互
い

の
目
を
見
な
が
ら
話
し
合
い
血
の
通
っ
た
文
化
交
流

日
韓
海
峡
沿
岸
県
市
道
交
流
事
業
「
青
少
年
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」７
／
30
㈫
～
８
／
２
㈮

市長や教育長に4日間のフォーラムを報告しました
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韓国 　 日本 　  次世代を担う中学生が交流

市山琳
り お

己
（南中3年）

伊豫怜
れ い か

花
（黒木中3年）

「フォーラムを通じて学ん
だこと感じたことを今後
に生かしていきたい」

「言葉が通じなくても心が
通じ合えば仲良くなれる。
将来また会いたい」

を
す
る
こ
と
で
互
い
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
こ
れ
か
ら
自
分
の

目
標
に
つ
き
す
す
み
、
自
分
の
世
界
を
も
っ
と
広
げ

た
い
」。
三
田
村
市
長
は
「
報
告
を
聞
き
、
皆
さ
ん
が

素
晴
ら
し
い
体
験
を
さ
れ
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

知
識
や
行
動
力
を
高
め
、
海
外
に
目
を
向
け
て
外
に

出
て
い
く
力
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

巨
済
市
・
外
浦
中
学
校
硬
式
野
球
部
と
ス
ポ
ー
ツ
交
流

８
／
21
㈬
～
８
／
23
㈮

姉
妹
都
市
の
韓
国
・
巨コ

ジ
ェ済

市

か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
団

が
８
月
21
日
㈬
～
23
日
㈮
ま
で
の

３
日
間
八
女
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

訪
問
団
は
、
外ウ

エ
ポ浦
中
学
校
の
硬

式
野
球
部
と
そ
の
関
係
者
な
ど
29

人
。
市
役
所
に
到
着
し
た
一
行
を

拍
手
で
出
迎
え
、
お
り
な
す
八
女

で
歓
迎
式
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日

は
、
立
山
球
場
で
親
善
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
１
試
合
目
は
八
女
ス

カ
イ
ホ
ー
ク
と
対
戦
し
７
対
５
で

外
浦
中
学
校
が
、
２
試
合
目
は
立

花
ド
リ
ー
ム
ズ
と
黒
木
諧
風
義
塾

の
合
同
チ
ー
ム
と
対
戦
し
５
対
14

で
合
同
チ
ー
ム
が
勝
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
は
交
流
会
を
通
し
て
、
国

を
超
え
て
友
好
関
係
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

１.厳しい暑さの中、両
チームとも全力でプ
レーしました　
２.試合前には互いに
握手をしそれぞれ記念
品を交換し合いました
3.到着後におりなす八
女で行われた歓迎式
では、八女市の紹介Ｄ
ＶＤなどを見ました

  1

  2

  3

※
敬
称
略
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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特 定 健 診 ・ 特 定 保 健 指 導 コ ラ ム

「
腹
囲
」
の
基
準
値

▽
男
性
85
㎝
以
下
、
女
性
90
㎝
以
下

皆
さ
ん
の
聞
き

な
れ
た「
メ
タ
ボ
」

と
は
「
内
臓
脂
肪

症
候
群
」
の
こ
と

で
内
臓
に
脂
肪
が

蓄
積
さ
れ
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
、
高
血
圧
、
高
脂
質
、
高
血
糖
な

ど
の
異
常
が
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｋ
cal
）
が
摂
取
過
剰

に
な
る
こ
と
で
、
使
わ
れ
な
か
っ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
身
体
が
「
脂
肪
」
に
作
り

替
え
溜
め
込
む
か
ら
で
す
。

お
腹
が
出
て
い
る
だ
け
で
い
け
な
い

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

脂
肪
は
細
胞
一
つ
一
つ
に
あ
る
ホ
ル

モ
ン
の
取
り
入
れ
口
を
塞
ぎ
、
ホ
ル
モ

ン
の
効
き
を
悪
く
す
る
の
で
す
。
つ
ま

り
内
臓
に
脂
肪
が
つ
く
と
ホ
ル
モ
ン
が

正
常
に
機
能
し
な
く
な
り
、
動
脈
硬

化
・
糖
尿
病
・
心
筋
梗
塞
・
脳
卒
中

と
い
っ
た
「
生
活
習
慣
病
」
に
な
る
危

険
性
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

こ
の
該
当
率
は
健
診
を
受
け
ら
れ
た

人
だ
け
で
算
出
し
て
い
ま
す
。
健
診
を

受
け
て
い
な
い
人
の
中
に
、
ど
れ
ほ
ど

の
該
当
者
が
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

し
、
静
か
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
病
気
を

見
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
健
診

は
ぜ
ひ
、
毎
年
受
け
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
対
処
法
は
個
人
差
が
あ
り
、

何
を
ど
れ
く
ら
い
や
れ
ば
い
い
の
か
、

何
を
ど
れ
く
ら
い
減
ら
せ
ば
い
い
の
か

な
ど
は
、
特
定
保
健
指
導
や
健
康
相

談
で
お
伝
え
し
ま
す
。

今
月
の
健
康
相
談
日
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

10月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

健
診
で
こ
の
値
高
く
な
か
っ
た
？ 

「
腹
囲
」

ど
う
し
て
数
値
が
高
く
な
る
の
？

ど
う
し
て
数
値
が
高
い
と
い
け
な
い
の
？

八
女
市
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
該
当

し
て
る
の
？

生活習慣病の中でも、特に最近増えてき
ている糖尿病について学びを深めます。
健診の結果、血糖値が「高め」と指摘さ
れた人、またはすでに糖尿病治療中の人、
この機会にぜひご参加ください。
◦対象者＝20 ～ 64歳の人で血糖値が高
めの人、糖尿病が気になる人、糖尿病治
療中の人
◦日程＝10月3日㈭10時～ 13時（受付・
健康チェック9時30分～）
◦会場＝おりなす八女研修棟１階
◦定員＝20人（先着順）
◦参加費＝300円（調理材料代）
◦持ってくるもの＝今年受けた健診結果
または血液検査結果、エプロン、三角き
ん、筆記用具
◦内容＝血圧測定など健康チェック、健
診結果の見方、食生活について、調理実
習、相談
◦申込期間＝9月17日㈫～ 9月27日㈮
◦申込・問い合わせ＝健康推進課保健指
導係（☎２３・１３５２）
※申し込みされた人には、後日くわしい
内容のお手紙を差し上げます。
※この教室は、２月まで毎月行います。今
後の日程は、健康だよりに掲載しますので
ご確認ください。

食
事
で
家
族
み
ん
な
が
元
気
に
な

る
、
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
食
」
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
心
も
体
も
質
の
高
い

生
活
を
送
る
た
め
に
「
食
べ
る
こ
と
」

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

◦
期
間
＝
10
月
～
２
月
の
毎
月
第
４
水
曜

日
（
１
ク
ー
ル
全
５
回
）
の
10
時
～
13
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟
調
理
室

◦
対
象
＝
食
育
に
興
味
あ
る
子
育
て
世
代
の
人

◦
定
員
＝
先
着
20
人
程
度
（
託
児
定
員
あ
り
）

◦
申
込
＝
健
康
推
進
課
（
☎
２
３
・
１
３

５
２
）

結
核
は
、
今
で
も
１
日
に
62

人
の
新
し
い
患
者
が
発
生

し
、
６
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

日
本
の
重
大
な
感
染
症
で
す
。

結
核
の
初
期
症
状
は
、
風
邪
と

よ
く
似
て
い
ま
す
。「
咳
や
タ
ン
が

２
週
間
以
上
続
く
」、「
体
が
だ
る

い
」、「
急
に
体
重
が
減
る
」
な
ど

の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に

医
療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

早
期
発
見
が
適
切
な
治
療
に
つ
な

が
り
、
身
近
な
人
へ
の
感
染
を
防

ぎ
ま
す
。

▽メタボ該当者
Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

人 数 539人 630人 566人 535人
該当率 12.0% 13.0% 12.8% 11.8%

▽メタボ予備軍
Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

人 数 485人 523人 469人 495人
該当率 10.8% 10.8% 10.6% 10.9%

子育て世代のための
「フレッシュ食育講座」

参加者
募集！

そ
の
せ
き
、
結
核
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

９
月
24
日
㈫
～
30
日
㈪
は
「
結
核
予
防
週
間
」

生活習慣病予防教室
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【材料】（4 人分）　
◦きゅうり�160ｇ（大1本）
◦ゴーヤ�100ｇ（1/2本）
◦ムラサキタマネギ�100ｇ（1/2個）
◦ツナ缶（油漬け）�40ｇ（小缶1/2）
◦酢�大さじ1・1/2
◦しょうゆ�大さじ１
◦砂糖�大さじ1/2
◦鶏ガラスープの素�小さじ1/2
◦オリーブ油�大さじ１

【作り方】
①ゴーヤは縦半分に切り、種とわたを取って薄切りにし、さっとゆ
でる。きゅうりは薄く輪切りにし、ムラサキタマネギは薄い千切り
にし、塩少々（分量外）でもんでおく。
②ボウルにオリーブ油以外の調味料を合わせ、ツナと①の野菜を
合わせる。
③盛り付ける直前にオリーブ油をかけ、器に盛り付ける。

八

女は
おいし

い

～ ふるさとの恵み ～

苦みの気にならない
サラダです☆

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
ビタミンＣ
食物繊維
食塩相当量

86Kcal
3.2g
5.7g
6.1g

220mg
20mg
18mg
0.6mg
27mg

1.5g
0.8g

1人分あたりの栄養価

ゴーヤときゅうりの
さっぱりツナサラダ

8月の
ベビーズクッキングで
大人用に作りました

ゴーヤの苦みが気に
なる人は、ゆでる時
に少し多めの湯でゆ
でると苦みが取れて
食べやすいですよ。

保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するいろ
いろな相談に応じます。健康手帳や健
診・血液検査の結果をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝10月1日㈫ 13時30分～ 15時 ／ 
立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝10月2日㈬ 14時～ 15時 ／ 
上陽保健センター
◦日時＝10月7日㈪ 9時30時～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝10月10日㈭ 14時～ 15時 ／
星野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝10月24日㈭ 10時30分～ 11時
30分 ／ 矢部基幹集落センター
◦日時＝10月25日㈮ 10時30分～ 11時30
分 ／ 黒木地域交流センター「ふじの里」

旧八女市・立花町の皆さん
♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝
10月8日㈫＝10か月児（平成24年12月生）
10月16日㈬＝4か月児（平成25年6月生）
10月22日㈫＝1歳6か月児（平成24年4月生）
10月24日㈭＝3歳児（平成22年10月生）
旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村の皆さん
♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの里」

◦日にち＝10月15日㈫　
◦対象＝4か月児（平成25年5月～ 6月生）
／ 10か月児（平成24年11月～ 12月生）
※対象者には個別に通知します。
※事前に連絡いただくとどちらの会場で
も健診を受けることができます。

ごっくん期（離乳食初期の5 ～ 6か月児）
についてのお話と調理。託児有り。参加
する人は事前に保健指導係までお申し
込みください。
♥日時　10月17日㈭ 10時～ 13時
※受付9時30分～　
♥会場　おりなす八女研修棟
♥持参品　エプロン、三角きん、手ふ
きタオル、筆記用具
♥材料費　300円　♥定員　先着15人

子育てのことで、少しでも心配なことが
あったらお気軽にご相談ください。身長・
体重測定もできます。母子健康手帳を
お持ちください。※相談日以外でも、窓

口や電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談
に応じています。福祉課福祉総務係（☎
24・8030）
◦日時＝10月4日㈮ 10時～ 11時30分 ／ 
黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝10月21日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター

心理士による個別相談です。対象者は
年齢を問わず、成長発達面に不安のあ
る人です。心配なことがあればお気軽に
ご相談ください。※予約制
♥日時　10月10日㈭・24日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター

食に関する講話と調理実習を行います。
対象者は子育て世代の皆さんです。託
児有り。※要予約
♥日時　10月23日㈬ 10時～ 13時
♥会場　おりなす八女研修棟
♥参加費　300円　♥定員　先着20人

心理士による個別相談です。対象者は
市内在住で、こころに悩みがある人です。
お気軽にご相談ください。※予約制
♥日時　10月2日㈬・15日㈫・30日㈬ 
13時30分～ 15時30分
♥会場　おりなす八女研修棟2階第5研
修室

心理士によるこころの相談

乳幼児心理相談

10
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
講
座

子育て相談

申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

フレッシュ食育講座
♪ベビーズクッキング
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八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ぐ
る
～
っ
と
八
女
探
検
隊
」

２泊３日をともにがんばった参加者一同

指導している大渕さんらとともに市長を訪門した松尾さん（中央）

熱戦を制し優勝した室岡Ｂチームの皆さん金メダルを胸にした桐明さん

「
久
留
米
そ
ろ
ば
ん
踊
り
唄
」
で
全
国
７
位
入
賞

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
カ
ヌ
ー
団
体
戦
で
優
勝

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

市
内
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
・

観
光
資
源
を
２
泊
３
日
で
め
ぐ
る

八
女
市
ス
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ぐ

る
～
っ
と
八
女
探
検
隊
」
が
８
月

７
日
㈬
～
９
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、

八
女
市
の
小
学
校
６
年
生
と
中
学

１
年
生
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
八
女
の
『
い

ち
ば
ん
』
を
見
つ
け
よ
う
」。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
八
女
伝
統
工

芸
館
、
朧
大
橋
、
星
の
文
化
館
、
日

向
神
ダ
ム
、
道
の
駅
た
ち
ば
な
、
明

治
九
州
工
場
を
見
学
し
、
八
女
に

あ
る
日
本
一
や
福
岡
一
の
も
の
を
発

見
し
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
八
女
の
す

ば
ら
し
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、２
日
目
に
は
、

福
岡
県
最
高
峰
の
釈
迦
岳
登
山
に

挑
戦
し
、
福
岡
県
の
て
っ
ぺ
ん
に
立

っ
た
爽
快
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
夜
は
グ
リ
ー
ン
パ
ル
日
向
神
峡

と
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
に
宿
泊
し
、

バ
ー
べ
キ
ュ
ー
や
花
火
、
ク
ワ
ガ
タ

採
り
な
ど
を
体
験
し
、
学
校
の
垣

根
を
越
え
て
、
新
し
い
仲
間
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
民
謡
民
舞
少
年
少

女
全
国
大
会
が
８
月
10
日
㈯
・
11

日
㈰
に
東
京
都
で
行
わ
れ
、
黒
木

小
学
校
６
年
の
松
尾
美
波
さ
ん
が

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
23
日
㈮

に
指
導
し
て
い
る
大
淵
守
さ
ん
ら

と
市
役
所
を
訪
れ
、
三
田
村
市
長

に
入
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

松
尾
さ
ん
は
同
大
会
の
小
学
４
・

５
・
６
年
生
の
部
で
「
久
留
米
そ

ろ
ば
ん
踊
り
唄
」
を
歌
い
７
位
入

賞
し
ま
し
た
。
笑
顔
で
「
う
れ
し

か
っ
た
」
と
話
す
松
尾
さ
ん
は
、
昨

年
の
民
謡
民
舞
少
年
少
女
福
岡
県

大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
６
年
生

に
誘
わ
れ
て
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
民
謡
を
始
め
ま
し
た
。「
大

き
い
声
を
出
す
と
す
っ
き
り
す
る

し
、
歌
が
大
好
き
。
民
謡
は
こ
れ

か
ら
も
続
け
た
い
」
と
話
し
、
全

国
大
会
で
歌
っ
た
「
久
留
米
そ
ろ

ば
ん
踊
り
歌
」
と
「
八
女
茶
山
唄
」

を
市
長
ら
を
前
に
披
露
し
、
美
し

い
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

熱
戦
、ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会

八
女
市
子
ど
も
会
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
が
８
月
４
日
㈰
、
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
各
校
区
・
地
区
の
代
表

13
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
元
気
に
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
か

ら
４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
進
み
、
決
勝
戦
で
は
、
チ
ー

ム
黒
木
（
黒
木
校
区
）
と
室
岡
Ｂ

（
岡
山
校
区
）
が
対
戦
。
熱
戦
の

結
果
、
室
岡
Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し

ま
し
た
。

大
分
県
で
開
か
れ
た
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
の
女
子
カ
ヌ

ー
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

（
２
０
０
㍍
）
で
三
潴
高
校
が
優
勝

し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
福

島
中
学
校
出
身
の
桐
明
輝
子
さ
ん

（
同
校
２
年
）
が
16
日
㈮
、
優
勝

報
告
に
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

桐
明
さ
ん
は
中
学
校
時
代
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
、
高
校
に
入
っ

て
カ
ヌ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
大
木

町
の
ク
リ
ー
ク
で
毎
日
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
カ

ヌ
ー
は
難
し
い
け
れ
ど
お
も
し
ろ

い
で
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
て
優
勝
し
た

い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
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今
福
工
業
団
地
で
現
在
稼
働
中

の
福
岡
八
女
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
の

隣
接
地
に
福
岡
八
女
第
二
き
の
こ

セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
っ
た
ホ
ク
ト
株
式
会
社

と
八
女
市
と
の
立
地
協
定
締
結
式

が
８
月
27
日
㈫
、
お
り
な
す
八
女

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
野
雅
義
代

表
取
締
役
社
長
、
三
田
村
統
之
市

長
、
立
会
人
に
梶
原
公
徳
福
岡
県

企
業
立
地
課
長
が
出
席
し
協
定
書

に
署
名
し
ま
し
た
。

筑
後
地
区
で
６
つ
目
と
な
る
同

社
の
新
設
工
場
は
、
今
年
10
月
建

設
着
工
予
定
。
生
産
能
力
は
ブ
ナ

シ
メ
ジ
年
間
２
４
０
０
ト
ン
、
売

上
高
約
12
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

水
野
社
長
は
「
今
回
の
工
場
で
は

株
が
大
き
め
の
サ
イ
ズ
の
も
の
を

関
西
ま
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。

『
ホ
ク
ト
の
西
の
顔
』
と
言
え
る

工
場
に
し
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

三
田
村
市
長
は
「
今
福
工
業
団
地

の
完
売
を
目
指
し
残
り
の
土
地
へ

の
企
業
誘
致
を
図
っ
て
き
た
と
こ

ろ
、
ホ
ク
ト
株
式
会
社
に
進
出
を

決
定
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
」
と
喜
び
を
表
し
ま
し
た
。
新

設
工
場
に
は
、
山
内
の
八
女
き
の

こ
セ
ン
タ
ー
か
ら
従
業
員
を
移
し
、

新
設
工
場
完
成
後
に
同
工
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
従
業
員
を

新
た
に
募
集
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

協定書にそれぞれサインをしました

協定書を交わし水野社長（右から２人目）とがっちり握手をしました

ホ
ク
ト
株
式
会
社
が
二
つ
目
の
工
場
を
建
設

東
京
都
東
大
和
市
か
ら
奥
さ
ん
と
子
ど
も
３

人
の
家
族
５
人
で
星
野
村
に
移
住
す
る
髙

田
さ
ん
。「
ま
ず
は
池
の
山
で
子
供
向
け
の
自
然
体

験
活
動
を
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
徐
々

に
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
幼
い
こ
ろ

か
ら
興
味
の
あ
っ
た
星
に
つ
い
て
も
天
文
台
が
あ

る
の
で
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
の
び
の
び
育
て
ら
れ
そ
う
で
す
」。
兵

庫
県
宝
塚
市
か
ら
奥
さ
ん
と
子
ど
も
２
人
の
家
族

４
人
で
黒
木
町
笠
原
に
移
住
す
る
森
さ
ん
。
奥
さ

ん
が
黒
木
町
出
身
で
あ
り
、
今
年
の
５
月
に
は
笠

原
で
豪
雨
災
害
の
復
旧
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
会
社
員
時
代
も
週
末
な
ど
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
里
山
保
全

活
動
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
棚
田
や
山
林
と
い

っ
た
地
域
の
資
源
を
守
っ
て
い
く
活
動
を
都
会
の

人
を
巻
き
込
ん
で
や
っ
て
い
き
た
い
」。

三
田
村
市
長
は
「
両
地
区
と
も
昨
年
の
九
州
北

部
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
住
民
の

皆
さ
ん
は
全
力
で
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
復
興

に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
地
域
の

皆
さ
ん
と
心
を
通
じ
合
っ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
さ

ん
も
い
ろ
ん
な
経
験
を
し
て
た
く
ま
し
い
心
と
体

を
作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
し
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は

都
市
部
か
ら
の
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
資

源
の
発
掘
・
活
用
や
農
林
業
へ
の
応
援
、
都
市

部
と
の
交
流
な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
に
従

事
し
て
も
ら
い
、
あ
わ
せ
て
そ
の
定
住
・
定
着

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
、
地
域
力
の
充
実
・
強
化
を
図
る
取
り
組

み
で
す
。
そ
の
任
期
は
お
お
む
ね
１
年
以
上
最

長
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊
に２人を任命

髙田直
な お き

木さん森 庄
たいら

さん

9月から「地域おこし協力隊」として市内で活
動する2人の辞令交付式が8月30日㈮、市役所
で行われました。星野村で活動する髙田直木
さんと黒木町笠原で活動する森庄さんに三田
村市長から辞令が手渡されました。髙田さんは
9月1日から星野村で、森さんは9月17日から黒
木町笠原で生活しながら地域協力活動に従事
していただきます。

星野村・黒木町笠原に移住し地域のために活動

7 広報やめ　2013.9.15
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９
月
21
日
は
、「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」
で
す
。

９
月
は
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」
と
さ
れ
、
世
界

中
で
認
知
症
の
啓
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
は
様
々
な
病
気
に
よ
り
脳
細
胞
が
死
滅
し
、
記

憶
障
害
な
ど
の
認
知
障
害
が
出
る
も
の
で
、
誰
も
が
な
り

う
る
病
気
で
す
。
現
在
、
認
知
症
の
人
の
数
は
自
覚
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
、
全
国
で
２
０
０
万
人
を
超
え
、
65
歳
以

上
の
10
人
に
１
人
は
認
知
症
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
八
女
市
に
は
、
認
知
症
高
齢
者
等
が
徘
徊
等
に
よ
り
行

方
不
明
と
な
っ
た
際
に
、
早
期
の
発
見
に
つ
な
げ
る
た
め
に

「
八
女
市
認
知
症
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
登
録
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。「
あ
ん
し
ん
登
録
」
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
徘
徊
中

の
認
知
症
高
齢
者
等
を
様
々
な
団
体
が
注
視
す
る
取
り
組

み
「
八
女
市
認
知
症
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」
に
よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
八

女
市
認
知
症
高
齢
者
等
あ
ん
し
ん
登
録
制
度
」
は
認
知
症

の
人
を
八
女
市
の
ま
ち
全
体
で
見
守
る
取
り
組
み
で
す
。「
主

治
医
か
ら
認
知
症
と
言
わ
れ
た
」「
最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
」「
帰
り
み
ち
が
分
か
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
」

な
ど
、
認
知
症
等
に
よ
る
徘
徊
等
の
不
安
や
心
配
が
あ
る

人
は
「
あ
ん
し
ん
登
録
」
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３
・

１
３
０
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

種　　目 月　日 時　間 場　　所 対　　象 申込締切 問い合わせ（電話）

柔　　道 10/13 ㈰ 10：00 ～
12：00

八女市総合体育館
柔道場 小中学生 9/30㈪ 田中（090・4989・7278）

剣　　道 10/13 ㈰ 10：00 ～
12：00

八女市総合体育館
剣道場 小中学生 9/27㈮ 溝田（090・2589・1897）

弓　　道 10/13 ㈰  9：30
～15：00 八女市弓道場 会員または一般経験者

市内各高等学校 10/10㈭ 八女弓道場（42・0984）

野 
球

中学生 9/22 ㈰・23 ㈷・
28 ㈯

 8：00 ～
18：00

岡 山 球 場
立 山 球 場
春の山球場
サンスポーツランド黒木
豊岡球場
竜光寺公園広川球場

市内および
近隣招待チーム

連盟事務局（24・2740）
小学生 10/13 ㈰・

14 ㈷・19 ㈯
 8：00 ～
15：00 学童の部登録チーム

バレーボール     
（家庭婦人） 10/20 ㈰  9：00 ～

17：00
八女市総合体育館 
福島小学校

市内のチーム 
招待チーム 10/6㈰ 入江（090・1364・2654）

バスケットボール 10/13 ㈰ 10：00 ～
17：00

八女市総合体育館
球技場 一般（経験者） 9/22㈰ 隈本（090・7467・0382）

サッカー 10/5 ㈯
10/6 ㈰

 8：30 ～
17：00 桜公園運動広場 八女市内の少年チーム

および県内招待チーム 二田（090・9573・5415）

ソフトボール
10/20 ㈰
10/27 ㈰
11/3 ㈰

 9：00 ～
17：00

桜公園運動広場
（八女農業高校）

20 歳以上であればフ
リー、9 人で 400 歳以
上のチーム

9/30㈪ 橋爪（23・3426）

健康マラソン 10/27 ㈰ 9：30 ～
13：00 グリーンピア八女 一般 10/15㈫ 大石石油店 (22・4766）            

　　　（FAX 22・5818）

バドミントン 10/27 ㈰ 9：00 ～
16：00

八女市総合体育館 
球技場 一般（未経験者可） 10/21㈪ 平野（090・7380・9955) 

　 　（FAX 23・1816）

少林寺拳法 10/13 ㈰ 9：00 ～
12：00

少林寺拳法 
八女道場 少林寺拳法拳士 中尾（090・2088・6016）

テニス
（ダブルス大会） 10/13 ㈰ 9：30 ～

17：00 八女市庭球場 一般および市内勤務者
市内各中高生 10/2㈬ 八女市総合体育館

（24・1230)

ゲートボール 11/16 ㈯ 9：00 ～
12：00 多世代交流館 会員および一般 10/31㈭ 川口（090・5381・4679）

グラウンドゴルフ 10/18 ㈮ 9：30 ～
12：30 桜公園運動広場 会　員 10/12㈯ 塚本（22・2983）

卓　　球
（堀川　州記念） 10/13 ㈰ 9：00 ～

15：00 黒木体育館 中学生・一般・
マスターズ 10/3㈭  大会事務局 

　仁田原（42・3174)
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ

囲碁ボール 10/13 ㈰ 10：30 ～
13：00

上陽北汭学園体育館
武道場 一　般 9/22 ㈰

 (当日可）
八女市総合体育館

（24・1230)
ソフトバレー

　（2 部） 10/13 ㈰ 9：30 ～
17：00 上陽北汭学園体育館 一　般 9/22 ㈰  八女市総合体育館

（24・1230)
ソフトバレー

　（1部） 10/14 ㈷ 9：00 ～
17：00 八女市総合体育館                  一　般 10/4㈮ 八女市バレーボール協会　

佐藤 (090・3325・8135)

54第 回 目競 技 種民 体八 女 市 大育 会

「
八
女
市
認
知
症

高
齢
者
等
あ
ん
し

ん
登
録
制
度
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
。

安
心
し
て
こ
の
ま
ち
で

暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
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会
議
室
（
八
女
市
役
所
西
側
）

◦
募
集
＝
定
員
70
人
（
先
着
順
）

◦
語
り
手
＝
今
長
谷
照
子
さ
ん（
元

篠
栗
町
立
図
書
館
副
館
長
）

◦
申
込
期
間
＝
９
月
24
日
㈫
～
10

月
８
日
㈫
　
平
日
９
時
～
17
時

※
申
し
込
み
は
電
話
で
受
付

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
▽
東
公
民

館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）
▽
西
公

民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
採
用
予
定
人
員
＝
２
人

〈
内
訳
〉
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
介
護

職
員
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ

い
の
も
り
介
護
職
員

◦
採
用
予
定
＝
平
成
26
年
４
月
１

日◦
申
込
締
切
＝
10
月
10
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
☎
２
３
・
０
２
９
４
）

　　
協
働
と
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
企
業
・
行
政
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
地
域

課
題
を
一
体
と
な
っ
て
解
決
し
て
い

く
取
り
組
み
で
す
。
協
働
に
取
り

組
む
上
で
必
要
と
な
る
組
織
運
営
・

企
画
提
案
・
広
報
な
ど
の
基
礎
知

識
・
基
礎
力
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
。

２
日
間
の
講
座
で
す
が
１
日
の
参
加

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
10
月
3
日
㈭
・
10
月
10

日
㈭ 

19
時
～
20
時
30
分

◦
場
所
＝
九
州
芸
文
館
（
Ｊ
Ｒ
筑

後
船
小
屋
駅
横
）

◦
講
師
＝
蓼た
で

原は
ら
典
明
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
え
ふ
ネ
ッ
ト
福
岡
専
務
理
事
）

◦
テ
ー
マ
＝
〈
３
日
〉
協
働
に
必
要

な
基
礎
知
識
・
基
礎
力
を
学
ぼ
う

下
辺
春
小
学
校
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
高
須
田
～
飛
形
山
方
面

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
野
さ
ん

（
☎
２
３
・
５
０
８
０
）

　
県
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
愛
好

家
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
。
バ
ザ
ー
や

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
10
月
14
日
㈷
９
時
30
分

～
17
時

◦
場
所
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ（
雨

天
時
は
旧
白
木
小
学
校
体
育
館
）

◦
入
場
料
＝
１
５
０
０
円
（
１
ド
リ

ン
ク
付
き
、
小
学
生
以
下
無
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　
自
信
を
持
っ
て
一
歩
踏
み
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
受
講
料
無
料
、
要

申
込
。
託
児
（
生
後
６
か
月
～
就

学
前
）
は
申
込
時
に
要
予
約
。

①
「
で
き
た
ら
い
い
な
」
を
「
で
き

た
」
に
変
え
る　

魔
法
の
心
理
学

◦
日
時
＝
10
月
25
日
㈮
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
申
込
締
切
＝
９
月
27
日
㈮

②
美
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
振
舞
い

レ
ッ
ス
ン

〈
10
日
〉
協
働
で
解
決
さ
れ
る
地
域

課
題
を
み
つ
け
よ
う
（
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
）
※
他
団
体
の
参
加
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
楽
し
め
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
２
２
４
）

◦
日
時
＝
10
月
６
日
㈰
11
時
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
棟

も
の
づ
く
り
工
房

◦
内
容
＝
▽
碑
前
祭
▽
講
話
「
小

島
先
生
の
思
い
出
」
※
仮
称
講
師
・

古
賀
透
さ
ん
（
元
西
日
本
新
聞
社
）

▽
懇
親
会
（
同
会
場
）

◦
会
費
＝
３
０
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
小
川
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
６
６
５・３
７
５
６
）

　
黒
木
町
男
女
共
同
参
画
地
域
づ

く
り
実
行
委
員
会
主
催

◦
日
時
＝
10
月
９
日
㈬
19
時
～

◦
場
所
＝
黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

◦
資
料
代
＝
３
０
０
円

◦
内
容
＝
〈
１
部
〉
紙
芝
居
〈
２
部
〉

講
演
「
傷
つ
け
る
言
葉
、
勇
気
づ
け

る
言
葉
」
講
師
・
松
本
久
美
子
さ

ん（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
兼
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総
合
支
所

総
務
課
（
☎
４
２
・
１
１
１
２
）

◦
日
時
＝
10
月
13
日
㈰
７
時
、
旧

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈮
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

◦
申
込
締
切
＝
10
月
11
日
㈮

③
５
歳
若
く
な
る　

セ
ル
フ
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

◦
日
時
＝
11
月
28
日
㈭
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
か
が
や
き
（
立
花
町
）

◦
申
込
締
切
＝
11
月
１
日
㈮

①
～
③
共
通

◦
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
女
性
。
定
員
30

人
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・

１
３
１
４
）

　
東
・
西
公
民
館
が
行
う
人
物
歴

史
講
座
。人
生
は
先
達
に
学
べ
！〝
人

と
な
り
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
名
人
〟

が
、
幕
末
の
動
乱
期
を
生
き
た
勝

海
舟
を
語
り
ま
す
。
受
講
料
無
料

◦
日
時
＝
10
月
27
日
㈰
10
時
～
12
時

◦
場
所
＝
社
会
福
祉
会
館
３
階
大

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

福
岡
県
協
働
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

小
島
直
記
先
生
を
偲
ぶ
会

男
女
共
同
参
画
地
域
づ
く
り
講
演
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
サ
ウ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

⃝

10
月
以
降
は
、
第
２
・
第
４

日
曜
日
に
通
常
ど
お
り
開
催
し

ま
す
。
⃝
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

軽
ト
ラ
市
実
行
委
員
会
事
務

局
（
八
女
伝
統
工
芸
館
内
）

☎
２
２
・
３
１
３
１

９
月
22
日
㈰
は
八
女
の
祭
り

開
催
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

教
室
・
講
座

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木・土・日曜
   10 時～ 17 時

★外出「あかりとちゃっぽんぽんを見に行こう」
◦日時＝ 9 月 21日㈯ 13 時 30 分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝不要（徒歩）

★外出「九州芸文館（筑後市船小屋）に行こう」
◦日時＝ 9 月28日㈯ 13 時 30 分ふらっ
ち広場出発◦参加費＝ 50 円

 ♬♬♬♬ 10 月はハローウイン特集 ♬♬♬♬

★おやつ「かぼちゃプリンをつくろう」
◦日時＝ 10 月 5 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費

★工作「かぼちゃのランタンをつくろう」
◦日時＝10 月12日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない時も、コーヒーなどを
飲みながらおしゃべりを楽しめます。

ほ
ほ

え
み人

物
歴
史
講
座
第
２
回 「
勝
海
舟
」

八女軽トラ市

【
お
詫
び
と
訂
正
】
９
月
１
日
号
お
知
ら
せ
の
ペ
ー
ジ
の
中
で
９
月
18
日・19
日
お
り
な
す
八
女
で
開
催
の「
八
女
モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
」

の
料
金
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
無
料
で
は
な
く
２
０
０
０
円
（
２
日
間
）
が
正
し
い
で
す
。
広
報
担
当
課
に
て
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

試　

験

地域活動
　支援センター
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と
な
る
高
齢
者
が
登
録
（
派
遣
お

よ
び
職
業
紹
介
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
種
経
験
・
人
生
経
験
豊
富
で
、

総
合
的
判
断
力
に
優
れ
て
い
る
高

齢
者
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
は
つ
・
ら

つ・コ
ミュニ
テ
ィ
公
益
社
団
法
人
（
久

留
米
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
分

室
）
☎
０
９
４
２
・
３
５
・
０
５
２
０

　
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
、
借
金
解
決

の
た
め
の
法
律
相
談
、生
活
再
生（
貸

付
・
家
計
）
相
談
に
つ
い
て
保
健
師
・

弁
護
士
・
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再

生
相
談
員
等
が
対
応
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
９
月
27
日
㈮
10
時
～
16

時
（
昼
休
み
12
時
～
13
時
除
く
）

※
事
前
に
相
談
室
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
（
相
談
受
付
時
間

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
午
前

中
そ
ば
打
ち
と
試
食
を
楽
し
ん
だ

あ
と
、
午
後
は
森
の
案
内
人
が
森

林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を
ゆ
っ
く
り
と

ご
案
内
し
ま
す
。
定
員
30
人

◦
期
日
＝
10
月
26
日
㈯
９
時
～
15

時
（
８
時
30
分
集
合
）

◦
場
所
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ
リ
ー
ン

ピ
ア
八
女
　
森
の
ド
ー
ム
広
場

◦
参
加
料
＝
▽
中
学
生
以
上
２
千

円
▽
小
学
生
以
下
１
５
０
０
円
（
そ

ば
打
ち
体
験
料
、
入
浴
券
含
む
）

◦
募
集
締
切
＝
10
月
４
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
総

合
支
所
産
業
経
済
課
（
☎
４
２
・

１
１
１
５
）

　
市
営
住
宅
に
空
室
が
出
た
場
合
、

住
宅
供
給
公
社
、
同
公
社
筑
後
管

理
事
務
所
お
よ
び
大
牟
田
出
張
所
、

市
役
所
都
市
計
画
課
、
市
総
合
支

所
お
よ
び
各
支
所
窓
口

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
住
宅
供
給
公

社
（
☎
０
９
２・７
８
１・８
０
２
９
）

　「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
秋
募
集
が

10
月
１
日
㈫
～
11
月
５
日
㈫
の
期

間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
募
集
期
間

に
合
わ
せ
、
事
業
概
要
や
「
体
験

談
＆
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
班

（
☎
０
９
３
・
６
７
１
・
８
３
４
９
）

shttp://w
w
w.jica.go.jp

　
就
職
活
動
で
必
要
な
書
類
や
面

接
の
コ
ツ
を
学
ぶ
研
修
で
す
。
適

性
検
査
も
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
12
日
㈫
13
時
～
17
時

◦
会
場
＝
大
木
町
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

◦
対
象
・
定
員
＝
概
ね
40
歳
未
満

で
就
職
を
希
望
す
る
人
※
定
員
30

人
、
参
加
費
無
料
・
要
事
前
予
約

毎
年
（
２
月
、５
月
、８
月
、11
月
）

年
４
回
公
開
の
抽
選
会
を
し
て
い

ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等
詳
細
は

都
市
計
画
課
住
宅
係
ま
た
は
各
支

所
担
当
係
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／
黒
木
総

合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
７
）
／
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
／
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

／
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

◦
募
集
住
宅
＝
県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
お
よ
び
受

付
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
10
月
９

日
㈬
（
９
日
消
印
ま
で
有
効
）

◦
募
集
案
内
書
の
配
布
場
所
＝
県

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
若
者
し

ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
☎
０
９
２
・
７
１
５
・
７
１
７
１
）

◦
登
録
者
募
集
＝
ま
だ
働
き
た

い
！
ま
た
働
き
た
い
！
概
ね
60
歳

以
上
の
人
へ
、
長
年
の
職
業
経
験

を
通
じ
て
得
た
知
識
や
技
能
を
派

遣
先
企
業
で
活
か
し
て
く
だ
さ
い
。

久
留
米
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン

タ
ー
に
登
録
（
登
録
無
料
）
い
た

だ
き
、
紹
介
す
る
企
業
の
就
業
条

件
が
合
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と

な
っ
て
あ
な
た
を
企
業
へ
派
遣
ま
た

は
職
業
紹
介
し
ま
す
。

◦
求
人
企
業
募
集
＝
経
験
豊
か
な
ベ

テ
ラ
ン
が
欲
し
い
！
繁
忙
期
の
人
材

が
欲
し
い
！
そ
ん
な
企
業
の
悩
み
を

セ
ン
タ
ー
が
解
決
し
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
に
は
幅
広
い
分
野
で
即
戦
力

就
業
支
援

市
営
住
宅

県
営
住
宅

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募
集

高
齢
者
の
た
め
の
派
遣
・
職

業
紹
介
事
業

生
活
と
法
律
・
こ
こ
ろ
の
無
料
相
談
会

就
職
活
動
実
践
セ
ミ
ナ
ー
＆

個
別
就
職
相
談

森
林
セ
ラ
ピ
ー
体
験
ツ
ア
ー

防 オ災
ラ

ジ

♫ 防災ラジオを受領していない方へ
　八女市へ転入された方には、世帯主ごとに防
災ラジオを配付します。印鑑をご持参の上、本庁
地域支援課、各支所総務課までお越しください。
♫ 防災ラジオの有償配付を行っています。
　市内在住または市内で勤務されている方に本
庁地域支援課、または各支所総務課で販売して
います。価格は１台４，３００円です。
♫ 転出・転居される方へ
　八女市から転出される方は防災ラジオを返却
していただくことになります。転出の手続きをされ
る際に、本庁地域支援課、または各支所総務課
までお持ちください。また、八女市内の旧市町村
間で転居をされる場合（例旧八女市→旧立花町、
旧矢部村→旧黒木町など）は防災ラジオの設定
を変更する必要がありますので、転居先の本庁ま
たは支所へ防災ラジオをご持参ください。新住所
に対応した設定に変更します。

八女市出身で大正から昭和時
代に活躍した洋画家田崎廣助
画伯（文化勲章受章）の作品
展を、故郷八女で開催します。
詳細は開催が間近になった時
期に広報紙・ホームページ・Ｆ
Ｍ八女等でお知らせします。
⃝開催期間＝平成 26 年 1 月
19日㈰～１月26日㈰
⃝会場＝おりなす八女はちひめ
ホール
⃝内容＝◆田崎廣助画伯の初
期の頃から晩年までの作品 26
点を展示◆田崎廣助美術館館
長坂本佳久さん講演会（1/19）
テーマ「田崎廣助と東洋の心」
⃝問い合わせ＝文化課

（☎２３・１９８２）

「田崎廣助展覧会－東洋の心－」
ふるさと展開催のお知らせ

【鈴木ひとみさん記念講演会「命をくれたキス」／チャリティ福祉バザー】◦日時＝10 月 6日㈰ 10 時～（バ
ザーは12 時～15 時）◦会場＝おりなす八女◦主催・問い合わせ＝八女ライオンズクラブ（☎ 24・3313）

地域支援課からのお知らせ
（☎ 23・1224）
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つ
い
て
、
広
く
応
募
者
を
募
り
、
よ

り
有
利
な
価
格
で
処
分
を
行
う
た

め
、
ヤ
フ
ー
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
有
財
産
売
却
に
出
品
を
行
っ

て
い
ま
す
。
入
札
参
加
を
希
望
す

る
人
は
、
公
有
財
産
売
却
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
を
熟
読
さ
れ
て
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

※
入
札
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
Ｙ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
せ
り
売
り
」
と
は
違
い
、

一
度
だ
け
し
か
入
札
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
出
品
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
減
容
機

◦
参
加
申
込
締
切
＝
９
月
26
日
㈭

14
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課
財
産
管

理
係
（
☎
２
３
・
１
６
３
７
）

　
事
業
場
の
最
も
低
い
時
間
給
を
、

計
画
的
に
８
０
０
円
以
上
に
引
き

上
げ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、
賃

金
引
上
げ
の
た
め
の
業
務
改
善
経

費
の
２
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

を
支
給
し
ま
す
。
詳
し
く
は
福
岡

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課
ま
で

お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、
福
岡
労
働
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

shttp://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw.go.jp

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局

（
☎
０
９
２
・
４
１
１
・
４
５
７
８
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
２
６
７
）

　
道
路
愛
護
作
業
に
毎
年
ご
協
力

い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
例
年
ど
お
り
実
施
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

秋
季
の
道
路
愛
護
作
業
は
10
月
を

め
ど
に
、
各
行
政
区
の
都
合
の
良

い
日
に
実
施
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
処
理
に
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

袋
は
、
八
女
市
本
庁
管
内
行
政
区

は
本
庁
建
設
課
、
総
合
支
所
・
各

支
所
管
内
行
政
区
は
各
支
所
建
設

課
、
ま
た
は
建
設
経
済
課
で
各
行

政
区
長
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

河
川
愛
護
作
業
を
同
時
に
実
施
さ

れ
る
行
政
区
に
つ
い
て
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
建
設
課

（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）
▽
立
花
支

所
建
設
課
（
☎ 

２
３
・
４
９
３
０
）

▽
黒
木
総
合
支
所
建
設
課
（
☎
４

２
・
１
１
１
７
）
▽
上
陽
支
所
建

設
経
済
課
（
☎ 

５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

  
市
で
は
、
不
用
に
な
っ
た
物
品
に

金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
２
４
・
０
６
０
６
）

　
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
、
父
子

家
庭
の
お
父
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
養
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
～
16
時

◦
連
絡
先
＝
福
岡
県
母
子
家
庭
等

就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
）

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

　
原
爆
被
爆
者
二
世
で
希
望
者
を

対
象
に
、
県
内
22
医
療
機
関
で
無

料
で
健
康
診
断
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
他
の
地
域
の
実
施
機
関
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
10
月
１
日
㈫
～
２
月
28

日
㈮

◦
実
施
医
療
機
関
＝
①
公
立
八
女

総
合
病
院
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

／
平
日
（
年
末
年
始
除
く
）
８
時

30
分
～
11
時
受
付
／
予
約
不
要

②
聖
マ
リ
ア
病
院
国
際
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
９
４
２
・
３
５
・
３
３

２
２
）
／
月
～
土
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
９
時
～
９
時
30
分

受
付
／
事
前
予
約
必
要

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
予
約
優
先

◦
日
時
＝
10
月
５
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
交
流
室
Ａ

◦
相
談
内
容
＝
相
続
・
遺
言
、
売

買
登
記
手
続
、
多
重
債
務
、
境
界

問
題
、
農
地
転
用
の
手
続
、
日
常

の
法
律
相
談
な
ど

◦
予
約
受
付
＝
９
月
15
日
～
10
月

３
日
（
土
日
除
く
）
10
時
～
16
時

◦
予
約
電
話
・
問
い
合
わ
せ
＝
司
法

書
士
会
筑
後
支
部
事
務
局

（
☎
０
９
４
２
・
３
２
・
６
６
４
１
）

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業

事
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
経

営
面
と
労
働
面
の
相
談
に
つ
い
て
、

社
会
保
険
労
務
士
、
中
小
企
業
診

断
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
無
料

の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
福
岡
県
最
低
賃

金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
最
低
賃

月
～
土
曜
９
時
30
分
～
18
時
）

◦
相
談
場
所
・
予
約
＝
久
留
米
相

談
室
（
☎
０
９
４
２
・
３
６
・
８
８

７
７
）

　
９
月
30
日
㈪
か
ら
10
月
４
日
㈮

ま
で
の
５
日
間
、「
い
じ
め
」「
体
罰
」

「
不
登
校
」「
子
ど
も
の
虐
待
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
い
じ
め
」

な
ど
、
子
ど
も
に
関
す
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
の
相
談
を
電
話
で
受
け

付
け
ま
す
。
法
務
局
職
員
や
人
権

擁
護
委
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
時
間
＝
８
時
30
分
～
19
時

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
１
２
０
・
０
０

７
・
１
１
０
※
Ｉ
Ｐ
電
話
を
ご
利
用

の
人
は
、
０
９
２
・
８
５
２
・
４
５

３
６
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　
司
法
書
士
会
・
土
地
家
屋
調
査

士
会
・
行
政
書
士
会
合
同
の
無
料
相

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

養
育
費
の
電
話
相
談

秋
の
道
路
愛
護
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
有

財
産（
物
品
）の
売
却
に
つ
い
て

業
務
改
善
助
成
金

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対

す
る
健
康
診
断

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

合
同
無
料
相
談
会

 献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎23・0294）

　「愛の棲む街」「希望のふるさ
と」をＢＧＭにした、介護予防
のための八女市健康体操のＤＶ
Ｄを、市立図書館・分館や、総
合支所・支所と社会福祉協議
会本所・支所でも貸し出します。
大いにご活用いただき、八女市
健康体操を広めていきましょう。
◦問い合わせ＝介護長寿課高
齢者支援係（☎２３・１３０８）

日にち 場所 時間
10/3㈭ 長峰小学校 10：00～11：30

12：30～15：3010/17㈭ 忠見公民館

【お詫びと訂正】9 月1日号 2 ページあかりとちゃっぽんぽん「地場産まつり」の中で、消防ふれあ
い広場の開催日が『22日㈰』となっていましたが、『２１日㈯』が正しいです。お詫びして訂正します。

「八女市
健康体操」
ＤＶＤ
貸出中！
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■はじめのいっぽ～広場デビューの日～
◦10/2 ㈬10：30 ～17：00（毎月第1水曜日）

広場ってどんなところ？ちょっとのぞいてみま
せんか。スタッフと一緒に遊びましょう♥
■いっしょにあそぼ！「運動会ごっこ」
◦10/5 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込25組
◦10/8 ㈫10：30 ～／講師＝田中もとこさん
■楽しく食育「手作りバームクーヘンに挑戦」
◦10/11㈮ 10：30 ～／参加費 200 円／要申込
■高田先生とおしゃべり会
◦10/18 ㈮ 10：30 ～／講師＝子育てアド
バイザー高田悦也さん／場所＝かがやき

（立花町） ※託児有・要申込
■にこにこバースデー♪◦10/22 ㈫ 10：30 ～

■プレママ＆ベビーサロン 「予防接種のお話」
◦10/2 ㈬ 10：30 ～／保健師さんミニ講座／要申込
■エンジェルルーム 「ムクムク君」袋で 

おもちゃ作り◦10/11㈮ 10：30 ～／要申込
■つこ先生とゆるやかにヨガタイム
◦10/15 ㈫ 10：30 ～※10/1㈫から
受付開始／定員 12 人／要申込
■みんなであそぼう「ミニミニ運動会」
◦10/20 ㈰ 10:30 ～／要申込
■ハッピーバースデー♪「パネルシアター」
◦10/25 ㈮ 10:30 ～／要申込

■おはなし会◦ 10/1 ㈫ 10:30 ～
■リズムにのって◦ 10/8 ㈫ 10:30 ～
■元気にあそぼう◦ 10/9 ㈬ 10:30 ～
■たまひよクラブ◦ 10/15 ㈪ 10:30 ～
■ハッピーバースデー！◦10/16㈬10：30～要申込
■パパママあそぼう◦10/19㈯10:30～要申込
■パネル～にゃ◦ 10/21 ㈪ 10:30 ～
■英語で遊ぼう◦10/22 ㈫10：30 ～要申込
■なかよしクラブ◦10/25 ㈮ 10：30 ～
■育児講座「チャレンジ★リトミック」
◦10/29 ㈫10：30 ～／かがやき／ 20 組／要予約
■ハッピーハロウィン◦ 10/30 ㈬ 10:30
～／ 30 組要予約

■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター10/3 ㈭
▽東公民館 10/4 ㈮
▽岡山保育園 10/7 ㈪、10/28 ㈪
▽黒木公民館 10/10 ㈭
▽上陽公民館 10/11㈮　
▽かがやき10/17 ㈭
▽児童センター10/18㈮※11：00～13：00
▽西公民館 10/21㈪　
▽矢部基幹集落センター10/24 ㈭　

■だっこＤＥぎゅ～◦10/5 ㈯ 10:30 ～12:00
／講師＝田中もとこさん／要申込
■みんないっしょにあ・そ・ぼ！◦10/10 ㈭
10:30 ～11:00「ハロウィンパーティー」かわい
いバッグを作って親子で楽しみましょう。要申込
■高田先生のおしゃべりカフェ
◦10/17㈭10:30～12：00 ／講師＝子育てア
ドバイザー高田悦也さん／託児有／要申込
■キラリ☆バースデー◦10/22 ㈫ 10:30 ～
11:00 ※誕生月参加者要申込

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

トゥインクル (星野そよかぜ内）
※毎週火・木・土　10時～16時開所
問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 10 月 ※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

10月6日（日）
戸次循環器科内科 馬場 22・3100
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
稲冨歯科医院 広川町 32・5123
10月13日（日）
藤本産婦人科 東宮野町 23・2733
しばた医院 上陽町 33・7373
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184
10月14日（祝）
黒岩外科 日の出町 23・2858
今村循環器内科 黒木町 33・2115
坂田歯科医院 筑後市 0942・53・7089
10月20日（日）
富田クリニック 蒲原 24・4810
後藤内科医院 上陽町 54・2221
香月歯科医院 本村 30・1333
10月27日（日）
山田医院 東唐人町 23・4853
矢部診療所 矢部村 47・2700
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067
ちぢわ耳鼻咽喉科広川町 32・0144
吉田眼科医院 筑後市 0942・54・1888

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚） 23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）
月・水・金／公立八女総合病院

　　　　　（２３・４１３１）

火・木／筑後市立病院

　　　　　（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）
10/6㈰・14㈷・20㈰
公立八女総合病院（２３・４１３１）

10/13㈰・27㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者 ♯ 8000

10月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありま
すので電話で確認してください。✚

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

　仏壇は各家庭の心の拠り所と
して、日本人の暮らしに計り知れ
ない役割を果たしてきました。不
要になった仏壇・仏具の処分に
困っている人の一般持ち込みも受
付します。※昨年の豪雨災害で
被災された八女市民は無料で受
付します（罹災証明が必要）。
⃝日時＝10 月27日㈰ 10 時～
⃝場所＝八女伝統工芸館八女福
島仏壇記念碑前※雨天の場合は
館内講義室
⃝受付期間＝10 月 26 日㈯午前

中まで（火～土曜日の 9 時～ 16 時）※事前に
必ず電話またはメールにて受付してください。
⃝内容＝住職による読経、参加者による焼香・
礼拝、仏壇の供養※数珠をご持参ください。
⃝供養料＝仏具・小物 3000 円～、仏壇一式 1
万円※引き取りの場合は実費をご負担ください。
⃝問い合わせ＝八女福島仏壇仏具協同組合

（☎ 24・3941／ Q info@yamebutsudan.or.jp）

仏
壇
供
養
祭

仏壇工程の実演・体験を行います
職
人
さ
ん
と
一
緒
に
モ
ノ
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

⃝

日
時
＝
９
月
21
日
㈯
～
23

日
㈷
、
10
時
～
15
時
受
付
、

先
着
15
人

⃝

場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

⃝

体
験
内
容
＝
金
具
職
人
指

導
に
よ
る
小
型
の
表
札
ま
た

は
コ
ー
ス
タ
ー
作
製

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
八
女
福
島

仏
壇
仏
具
協
同
組
合

（
☎
２
４
・
３
９
４
１
）

･･････ あかりとちゃっぽんぽん会期中 ･･････

八
女
福
島
仏
壇
仏
具

協
同
組
合

無料
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9 月 ・10 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/　

申し込み・問い合わせ
おりなす八女（☎22・5332）

開催 催　　　し ホール 開演 入場料 問い合わせ 電話番号
9/18 ㈬～

19 ㈭
生涯学習セミナー
テーマ「幸せの気づき」 はちひめ 19:00 2000円 八女モラロジー事務所

( 田中 ) 24・2705

9/21 ㈯～
22 ㈰ バンブーギターフェスタ2013 in 八女 はちひめ 10:00 無料 同実行委員会（前田） 090・3662・0265

9/29 ㈰ STUDIO Emotion Dance 発表会 ハーモニー 14:00 1000円 スタジオエモーション
（川島） 090・5731・1344

10/6 ㈰ 八女ライオンズクラブ障がい者支援
1部：講演会  2部：チャリティー福祉バザー

1. ハーモニー
2. はちひめ

10:00
12:00 無料 八女ライオンズクラブ

事務局 24・3313

10/19 ㈯ ふるさと公演フェスティバル ハーモニー 15:30 （自由席） 3500円 三鈴後援会 090・8415・3177

おりなす八女   イベント情 報

～ プログラム ～

♪

（全席指定）  　一般 3,500円
                     （友の会 3,000円）

（全席指定）　一般 2,500 円
                  （友の会 2,000 円）

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ハーモニーホール

（全席指定）　
一  般 2,500 円
友 の 会 2,000 円 

（全席自由）
大 人 　  
こども  
ペア券

1,500円
500円

1,700円  

10/14 (月・祝)

12/19( 木)

1 /19(日)

2 /11(火・祝)

チケット
発 売 

 9/18㈬～（友の会）

 9/25㈬～（一  般）

♪

愛器ストラディヴァリウス “ デュランティ ” と共に深みと
豊かさを増した千住真理子の美しい調べをご鑑賞ください

開演 19:00 /

開演 14:00

開演 15:00

開演 15:00    /  ハーモニーホール

チケット好評発売中

チケット発売中

千住真理子
ヴァイオリン・リサイタル

福田 進一  ギター・リサイタル

桂春蝶  独演会

かかし座 影絵劇 「宝島」

新 世 代 の 落 語 界 を 牽 引
する「上方落語 の 貴 公 子 」

劇団かかし座の美しい影絵
と俳優の熱演で魅了します

チケット
 発 売  9/23（月・祝）～受 講 生 募 集

おりなす八女講座   『水曜講座』

・9/15㈰～ 電話での申込み受付（9時～ 19時  ※休館日を除く）　※応募者多数の場合は抽選
・受講料、託児無料（託児は開催一週間前までにお申込みください）   ・開催場所：おりなす八女＜ 共通事項 ＞

第 1 弾 第 2 弾
うたってあそぼう♪リズムで覚える英会話 ～ 安心安全な歯磨き粉づくり ～

英語の歌や絵本を通して、英語を学びます。親子レッスンで
一緒に歌って♪おどって♪楽しく英語に触れてみましょう♪

・日 時 ：１0月23日㈬ １0時～ 11時30分
・対 象：2 ～ 4歳児　・定 員：15組　※10/9㈬締切

・講 師 ：柿添 美智子 (J-shine 小学校英語上級認定指導者 ) ・講   師 ：黒瀬 由紀子 (国際クレイセラピー協会認定インストラクター )
・日   時 ：１0月30日㈬ １3時30分～ 15時30分
・材料費：800円　・定  員：18人　※10/16㈬締切

科学的な成分をまったく含まない天然の粘土 (ヒーリングクレイ)
を使って体に優しい歯磨き粉を手づくり！お子様にも安心です！
口臭が気になる方、抗菌・吸着作用で、すっきり、ツルツル感を、体感！

世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベル
の
ギ
タ
リ
ス
ト
が

奏
で
る
極
上
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

パ
リ
国
際
ギ
タ
ー
・
コ
ン
ク
ー
ル
で

優
勝
を
果
た
し
て
30
年



メイド イン
のモノ

八女
八女にいきづいている手仕事、
それに携わる人や技術、生み
出されるモノ等を紹介します。

2

　「
昔
は
近
所
に
傘
、
下
駄
な
ど
を
作
る
職
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
竹
細
工
の
職
人
は

山
内
だ
け
で
も
30
人
は
い
ま
し
た
よ
。
ラ
ジ

オ
を
聞
き
な
が
ら
、
夜
10
時
ご
ろ
ま
で
作
業

を
し
て
い
ま
し
た
」
と
語
る
樋
口
さ
ん
。
真

竹
を
割
っ
て
薄
く
は
い
で
つ
く
っ
た
竹
ひ
ご（
へ

ご
）
を
２
本
、
縦
と
横
に
て
い
ね
い
に
編
み
込

ん
で
い
き
ま
す
。青
い
ひ
ご
は
竹
の
皮
の
部
分
、

白
い
ひ
ご
は
竹
の
中
の
部
分
を
は
い
だ
も
の
。

熟
練
の
腕
で
編
み
上
げ
る
た
め
、
寸
法
は
勘
。

本
体
部
分
が
編
み
上
が
っ
た
ら
、
縁
の
部
分

を
青
い
竹
ひ
ご
で
し
っ
か
り
と
締
め
な
が
ら
編

み
上
げ
、
底
の
部
分
を
竹
で
補
強
し
て
取
っ

手
を
付
け
、
籠
が
で
き
上
が
り
ま
す
。

　
真
竹
は
自
生
し
て
い
る
１
・
２
年
も
の
を

油
抜
き
せ
ず
そ
の
ま
ま
使
い
ま
す
。
12
月
頃

に
切
っ
た
も
の
が
丈
夫
で
よ
い
そ
う
で
す
。
ひ

ご
は
６
㍍
の
も
の
か
ら
、
長
い
も
の
は
15
㍍

の
も
の
ま
で
。
本
体
に
使
用
す
る
の
は
薄
く
、

縁
に
使
用
す
る
の
は
若
干
厚
め
に
割
っ
て
い
き

ま
す
。
素
手
で
編
む
た
め
、
作
業
中
手
が
怪

我
し
な
い
よ
う
な
な
め
ら
か
な
ひ
ご
作
り
は

竹
細
工
の
基
本
。「
７
割
は
竹
割
り
で
あ
き
ら

め
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
難
し
い
作
業
で
す
。

　
繊
細
で
美
し
い
装
飾
品
の
竹
細
工
と
違
っ

て
、
日
常
の
生
活
道
具
と
し
て
作
ら
れ
て
き

た
八
女
の
竹
細
工
は
丈
夫
で
長
持
ち
。
最
初

は
竹
の
香
り
が
す
る
青
い
も
の
も
年
月
と
と

も
に
色
が
変
化
し
、
10
年
以
上
で
飴
色
に
な

り
ま
す
。
50
年
以
上
も
使
え
る
ほ
ど
強
く
、

修
理
も
可
能
。
ま
た
、
使
用
す
る
真
竹
に
は

肥
料
や
化
学
薬
品
等
は
一
切
使
用
し
て
お
ら

ず
、
環
境
に
優
し
い
安
心
安
全
な
商
品
で
す
。

　
最
近
は
、
小
学
校
な
ど
か
ら
「
運
動
会
用

の
だ
る
ま
」
の
注
文
も
来
る
そ
う
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
か
ぶ
っ
た
り
運
ん
だ
り
す
る
だ
る

ま
の
土
台
に
は
、
軽
く
て
通
気
性
が
良
く
て

無
害
の
竹
細
工
が
使
用
さ
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
八
女
の
伝
統
工
芸
は
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

丈
夫
で
長
持
ち
。日
常
使
う
道
具
と

し
て
作
ら
れ
て
き
た
八
女
の
竹
細
工
。

良
質
の
真ま

竹だ
け
が
生
育
す
る
八
女
地
方
で
は
、
古
く
か
ら
竹
で
農
業
用
具
や
生
活
用

具
（
籠
、
ざ
る
、
竹
熊
手
な
ど
）
が
生
産
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
同
じ
形
の
も
の
を

専
門
で
作
る
た
め
、
効
率
よ
く
丈
夫
で
使
い
や
す
い
農
具
や
生
活
用
具
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
道
具
は
、
九
州
中
を
行
商
し
売
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
な
る
と
化
学
工
業
製
品
が
出
回
り
、
手
仕
事
は
次
第
に
衰
退
。
竹

細
工
も
生
活
様
式
の
変
化
に
加
え
、
安
価
な
工
業
製
品
・
輸
入
品
に
押
さ
れ
、
作

る
職
人
の
数
も
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
手
仕
事
の
よ
さ
が
見
直

さ
れ
、
品
質
の
よ
い
国
産
の
も
の
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も

生
活
に
息
づ
く
丈
夫
で
長
持
ち
八
女
の
竹
細
工
を
紹
介
し
ま
す
。

①②籠はサイズがいろいろ③農作業で使われてきたしょうけ④運動会用のダルマ
⑤籠の底は足を付けたもの（左）と竹で補強したものの２種類。長持ての秘密です

問 

八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

竹細工職人の樋口精一さん。（山内）
竹細工の仕事に携わって 65 年ほど。66
歳まで能古島アイランドパークで土日祝
日に竹細工の実演をしていました。現在
は、八女伝統工芸館にて竹細工を実演
中。弟子も育てています。「一人前にな

るには 10 年かかりま
す。私たちの頃には見
よう見まねで覚えまし
た」と樋口さん。実用
的な籠、懐かしい竹の
道具に会いに、八女伝
統工芸館へ出かけてみ
ませんか。

本体は、竹ひご 2 本
であんでゆきます。

縁はやや厚めのひご
であみます。

①

②
④⑤

③

60年～30年使い込ま
れた樋口さんの道具

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています
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